
一
 

型
交
換
機
を
設
置
し
左
の
」
。
／
 

一
一
一
 

難
 

簡
易
保
険

一
戸
一
件
 

新
加
入
運
動
に
御
協
力
を
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市の人口動態 

(3月末日現在） 
（住民登録＝ョル） 
出生 86 転入 163 
死亡 27 転出 引 

「
郵
 
政
 
省

主
催
一
大
 
蔵
 
省

一
五
所
川
原
郵

便
局
 

器
灘
「
異
瓢
強
一雌
”算
を
「
競銭
 

な
状
態
で
す
。
 

運
転
を
し
て
も
ら
い
た
い
。
 

琵
報
零
蒜
凄

鷲
 
【
五
所川
原
警
察
署
】
 

総
器
慕
誌
臨
．
？
入
根
春

a
 

”
講
矯
認
誌
設

m
 
調
査
に
つ
い
て
 

に
し
て
も
ら
い
た
い
。
許
可
は
 
当
市
の
一
戸
当
り
平
均
耕
地
 

こ
れ
を
 

．
ー
 

一
『
一
，
 
．
‘
 

す
。
 

引
「
H

引
”
」
り
誕
引
製
如
畠
 
◇
 
◇
 
◇
 ◇
 
◇
 

ょ
く
見
受
け
ら
れ
る
の
は
、
リ
り
ま
す
o
こ
れ
で
は
将
来
の
最
 

良
識
に

照
し

悔
な

き
 

選
姉
夢
醜鉛
製
騒

電
灘
鴫
震
繁

潔
交
通

秩
序
の
 

編
温
野
器
獣
製

鱗
雄
羨
蹟
醜
誇
 

れ
を
 

道
路
の
管
理
者
、
警
察
署
長
の

は

一
町
歩
足
ら
ず
で
、
し
か
も
 

「不
在
者
投
票
」
と
申
し
ま

自
立
経
済
促
進
と
国
民
生
活
安
 

ト
 
‘
 
・
 
‘
 
・
 
許
可

続
『
盾

ほ
け
 
そ
の

四
九
％
は
零
細
農
家
で
あ
 

懸
議
曾
議
員
選
畢
に
は
 

清

き
 
一
 
票
 

の
 
行
 
使
 

帰
准
人
院

中
の
も
の
に
限
り
 

h
ノ
 

い
 
戸

籍
係

よ
 

軒
紀
競
引割
ー
ー
一
一
編
餌
鍵
一一
」
難
灘
灘
繊
響”
「
「
「
望
議
難鷲
鍛
轍
議
議
羅
 

舞
難
一
難（
難
繊
麟
機麟
「
》
 

夢
鯖

器
髪
競
監
往
（「
「
嘱
に
限
り

ま
t
 )（
舞
舞
」
濃
纏
籍
認
雛壌
「
一
設
銘霊
ゆ「「
講知
鄭
＼
」報
」
叫鍛
 

よ
く
見
て
、
よ
く
考
え
て
些
 
第
三
ク
 

の
一
票
を
行
使
す
る
、
県
議
会
一
 第
四
ク
 

躍
員
の
選
挙
が
来
る
四
月
二
十
一O
三
好
 

三
日
に
執
行
さ
れ
る
事
に
な
り
 
第
一
投
票
所
 

ま
し
た
。
 万
柔
の
桜
も
咲
き
ほ
 
第
ニ
ク
 

こ
る
此
の
四
月
選
挙
も
従
来
と
 
第
三
中
 

同
様
に
自
己
の
責
任
と
、
又
】

O
飯
詰
 

番
最
初
の
市
民
権
硬
得
者
の
ほ
 
第

一
投
票
所
 

こ
り
と
共
に
明
る
く
、
清
い
選
 
第
ニ
ク
 

挙
を
や
り
た
い
も
の
で
す
。
 

O
長
橋
 

最
近
の
新
聞
を
御
覧
に
な
る
 
第

一
投
票
所
 

と
非
常
に
腐
敗
し
た
選
挙
の
連
 
第
ニ
ク
 

ま
す
。
 

一
『
芽

馴
m
”
引
灯
翌
敏
骨
か
 

ー
ー
 
ー
修
理
店
、

自
転
車
店
、
車
の
修

る
国
有
林
を
解
放
し
て
貰
い
、
 

叱
『
k
曽
引
h
る
H
い
一
）
い
”
 

」
の
人
と
何

時
間
も
起
ち
話
を
ま
す
の
で
、
こ
ん
ど
市
で
は
、
 

離
識
和

影
に
署
し
 
維
持
に

つ
い
て
 

叱
山
渓
深
い

伯
m
ぱ
水

ケ
沢
地
区
の
八
百
町
歩
に
且
 

願
 
戸

覇
謄
本
や
抄
本
 

一
 

 
様
方
 

甚
一

一

民
 

吐
る
ぺ
く
甚
速
に
こ
 

市
 
」
）
g
鉢
競
 

な
か
に
は
、
わ
ざ
く
請
求
し

た
書
類
が
出
来
上
つ
て
も
受
取

り
に
、
こ
な
い
人
が
あ
り
ま
す

の
で
係
り
と
し
て
困
つ
て
居
り

ま
す
。
 

一
且
請
求
に
な
つ
た
も
の
は

約
東
の
日
時
ま
で
に
お
忘
れ
な

く
必
ず
受
取
る
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。
 

」
駄
麟麗
琵ぐ”
。繊
浮
嘱
門小
校灘
難
難
覇
惑
難
か
破
鏡
」』難
響
襲

嚇
鍵
鷲
「麟
麗
難
難
 

騒
麟
蕪
難
熱
鍵搬
鷺
麟
醸
「
繊
 

市
税
を
容
易
に
し
て
貰
ふ
た
 

融
響
精
『
慕

難
 
消
防
圏
辞
令
 

に
は
次
の
恩
典
が
あ
り
ま
す
 
四

月
一
日
附

一
、
納
税
貯
蓄
組
合
は
組
合
 

瞬
篭
て選
準
場
に
参
り

ま
し△瑚
馴
は
旧
濡

m豊
准
出
「
を
して響
っ
優
恕
 
心
冒
闇
課
さ
れ
伸
枚
山
，麟
勿
勲
い
い劃
恕

嘱
滞

詳
捺
要
漕
ニ
、
夜
間
の無
燈
火につ
い
て
 

J
肥
こ
窒
異
寺
田
、
受
異
折
、
 
門
佐
戸
嘱

「
行
い
ま
す
。
 叱
市
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
 
徴
税
令
書
が
い
き
ま
し
た
が

趣
旨
を
御
諒
察
下
さ
れ
御
協
カ
は
す
与
、
全
般
的
に
は
峡
い
の
 
峡
い
道
路
を
暗
く
な
つ
て
一

喝
魁
舟
”
「
”
「
け
対
」
」
f
 

。
第
一
開
漂
所
 
ー
 
ー
つ
場
合

に
は
事
業
主
、
官
公
署
 

本
年
度
よ
り
現
所
に
一
括
し

を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま

1
医
 

ー
 

・
ー
 

・
 
寸
幻
加
「
幻

な
」
頃
に
な
つ
て
 

嶋
匡
“踊
」
。
は
「
H
ほ
貝
」
H
 

五
所
川
原
市
公
民
舘

の
長
、
医
師
、
産
裟
等
の
証
明
 
て

一
枚
の
徴
税
令
書
を
発
行

十
o
ー
 

砂
利
、
砂
、
木
材
，
リ
ャ
カ

ー
い
『
山
し
い
和
？
い
？
馴
』
か
 

。
 
投
票
時
間
は
長
橋
第
四
投
 
o
第
一
一
開
乳所
 
“

が
必
馴
匂
あ
』
か
か
』
ー

I
 

す
か
”
い
「
”
い
H
い
”
可
す
 

自
か
車
、
馬
車
、
自
転
車
な
ど
八

I
唾
”
唾
済
」
，
れ
れ
I
中
 

霧
昭舞
舞
集

」
話
散
幹
”
】
【
一
u一
い
彰
れ
配mール

【
ー
わ
れ
航い
」
b動
rり
u【
ー
‘
一u甘
・
し
紀”
山r釦
ュ
？
”
競
寒務
弱
陰
，
 

嶋
い
た
り
、
さ
れ
た
り
し
な
い
 
一

一
、
関

票

所
 

挙
管
理
委
員
会
の
委
員
長
に
申
 
各
地
区
に
所
有
し
て
い
る
地

設
に
如
力
W
た
い
て
相
り
t
す
油
承
知
の

噴
ゆ
国
滴
訓
源
市
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
。
 

い
人
は
選
挙
の
前
ま
で
に
市
選
 

家
屋
所
有
者
に
し
て
市
内
の

早
ぐ
明
る
い
五
所
川
原
市
の
建
 
山
て
 

員
拾
名
以
上
で
あ
れ
ば
認
五
所
川
原
市
消
防
団
畏
 

め
ら
れ
ま
す
o
 

成
 
田
 
篤
 
弥
 

一
、
粗
合
員

一
人
に
百
円
の
 

4
 

副
団
長
 

割
で
設
立
奨
励
金
を
補
助
 

荒
谷
勝
大
郎
 

通
舗

と
し
て
そ
の
優
秀
な
る
成
望
に

応
い
た
い
覚
悟
で
あ
り
ま
し

て
、
要
は
撤
底
し
た
化
学
教

般
歩
行
者
は
安
心
し
て
通
行
が
 

后
大
時
ま
で
と
な
つ
て
お
り
 

消
防
圏
々
長
挨
拶
 
難

穀
割

賢
穀
編
恭
散
訊
蘇
町

m製
和
と
共
昭
 

市
消

防
圏
々
長

挨
拶
 

ま
す
。
 

一
、
投

票
所
 
五

所

川
原
市

消
防
団
 

O
五
所
川
原
 

団

長
 
成
 
田
 
篤
 

弥
 

第
一
投
票
所
 

光員喜藤虎 
雄郎 市雄 雄 

認
隷
購
器
駆
 
舘
山

縛
騒
犠
醸
務費
鳴
一分【
長器
 

一
、
納
税
貯
蓄
組
合
設
立
の
第
一
一分
団
長
 
木
村

た
め
に
は
市
役
所
税
務
課
ク
 
副
 
一
 

戸
 

で
は
何
時
で
も
御
相
談
に
第
三
分
団
長
 
土
岐
 
恒
四
郎
 

市
公
民
舘

高
等
学
校
 

栄
 
支
所

栄
小
学
校
 

す
の
で
何
卒
御
支
授
御
鞭
撞
の
育
と
共
に
、
精
神
修
費
の
向
揚
出
来
な
い
許
り
か
、
横
道
か
ら

程
を
お
願
い
申
上
げ
ま
す
。
 『

に
努
め
れ
ぱ
な
ら
ぬ
と
考
え
て

う
つ
か
り
出
れ
な
い
場
合
も
あ

の
と
き
に
当
り
私
の
所
信
の
ー

い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

り
ま
す
の
で
、
自
分
は
今
荷
馬

端
を
申
し
述
べ
さ
せ
て
戴
く
事
 
『
勇
み
肌
』
 
的な
明
朗
、
潤

車
を
娩
い
て
い
る
、
自
分
は
今

に
致
し
ま
す
。
 

達
な
る
消
防
魂
を
培
う
と
共
に
自
転
車
で
走
つ
て
い
る
と
い
う
 

臥
諾
慧
露
錫
護
議
謹
議
孤
駆
務
渇
痛
捷
醜
踏
森
 
欝
馴
餌
影
語
佳
月“
 

に
よ
つ
て
起
る
も
の
で
あ
つ
て

に
専
念
し
、
市
民
の
最
も
信
頼
燈
火
を
用
い
て
衝
突
事
故
を
防
 

五
所

川
原

市
消

防
団
 

第
二
方
 

。
栄
 

第
一
投
栗
所
 

。
中
川
 

第
一
投
票
所

第
二
投
票
所

第
三
投
票
所
 

。
松
島
 

撃
一m県
所
 中

川
中
校
 
【
 
‘

A
 

沖
販
詰
小
 
！
 

る
三

田
川
小
校

月
の
市
護
会
に
於
て
議
決
さ
れ
 

外
崎
市
長
初
め
当
事
者
間
の
深

吹
畑
小
校

い
御
理
解
と
認
識
に
よ
り
ま
し

水
野
尾
小
て
、

円
満
裡
に
新
団
員
が
一
致
 協

力
『
防
火
、
災
害
防
止
』
の

重
大
任
務
を
御
引
受
け
下
さ
れ

浅
学
非
才
そ
の
任
に
耐
え
な
い

私
を

一
千
百
有
余
名
の
団
長
と

し
て
御
決
定
下
さ
い
ま
し
た
事

は
私
の
最
も
感
謝
に
耐
え
な
い

次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

顧
り
み
ま
す
る
に
当
市
の
消

防
団
は
明
治
十
二
年
一
一十
人
組

と
称
す
る
私
立
消
防
組
を
癖
し

公
立
消
防
組
を
創
設
し
て
以
来
 

響
籍
総
騒
健
輸蘇
離
“
議慧
海
餓
婆
L
舞
ジ
ー
ー
噛
四
分
哩
 

る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
り
ま
と
存
じ
る
次
第
で
ど
ざ
い
ま
す
 

＞
、
：
 
‘
ー
 

J
 
ー
 
市

又

D

叱
牙
溝
氷
、
 

第
五
分
団
長
 

ト
o
 

ゾ
ー？
ド
二
つ
西
フ
ユ
日
三
●
レ
i
 

つ
い
て
 

］H川
【
ロ‘
0

上
ソ
‘ー
 
レ
 
「
 
，
ョ
う

匡
t
 

す
。
 

ど
う
そ
こ
の
至
ら
ぬ
団
長
を
よ
 
ー
し
一
 
．
 
‘

J
 

．
 
「
ノ
 

ク
 
副
 

然
れ
共
近
時
、
時
代
の
変
遷
り

一
馴
御
指
導
御
接
助
を
賜
り
 
諸
車
が
定
め
ら
れ
た
以
上
の
 

お
 
知
 
ら
 
せ
 
・
＜
ト
か
ま

畠

U

．但
馴
的
加
幻
知
か
柳

ま
す
U
"
t
か
。
川
和
い
i
H

ユ
「
ー
ド
を
山
し
迎
ぎ
で
、
人
 
才
 

女
 
‘
 
士
 
第
大
分
旧
長

加
も
出
て
参
か
如
し
た
か
や
、
一げ
て
団
長
就
任
の
御
倒
拶
と
致
や
物
に
真
大
な
損
害
を
与
え
て
 
こ
e
た
び
、
市
役
所
で
は
、
 
．
 
.
 

そ
の
取
扱
い
等
に
よ
る
火
災
の
ーす
次
第
で
あ
り
ま
す
o
 

い
る
交
通
事
故
が
大
変
多
い
の
市
民
の
便
利
と
事
務
能
率
の
向
第
七
分
団
長

原
因
も
相
当
あ
る
の
で
あ
り
ま
 
で

峡
い
市
内
の
道
路
を
走
る
諸
上

を
計
る
た
め
、
共
電
式
一
5

庁
 
副
 

持
し
て
参
つ
た
も
の
で
あ
り
ま

し
て
、
今
回
新
市
発
足
以
来
日

夜
市
消
防
団
の
統
轄
案
を
検
討

の
結
果
、
各
旧
町
村
消
防
団
長

以
下
幹
部
の
方
A
の
熱
心
な
る

努
力
の
も
と
、
四
片

一
日
よ
り

新
に
組
織
に
着
手
す
る
と
共
に

過
日
そ
の
機
構
も
完
了
夫
A
新

任
務
に
就
く
事
と
な
つ
た
も
の
 

ー
であ
り
ま
す
。
 

「
 今
后
は
市
民
の
生
命
、
財
産

権
利
の
保
護
に
関
し
て
は
全
団

員

一
丸
と
な
つ
て
水
火
も
敢
え

て
辞
さ
な
い
、
敢
斗
精
神
を
も

つ
て
之
に
当
り
市
民
各
位
の
要
 

個
所
に
電
話
器
が
取
付
け
ら
れ

ま
し
た
。
 

市
長
室
。
助
役
室
。
総
務
課

秘
書
戸
籍
係
。
厚
生
課
。
農
林
 

商
工
課
。
建
設
課
（
土
木
、
都

市
計
画
）
。
福
祉
事
務
所
。
 親

切
案
内
係
。
 議
長
室
。
議
会
事

務
局
。
教
育
委
員
会
。
選
挙
管

理
委
員
会
。
税
務
課
。
徴
牧
係

会
計
係
。
 水
道
課
。
消
防
署
。
 

記
者
室
。
宿
直
室
。
 

伺
、
執
務
時
聞
終
了
后
の
代

表
番
号
は
三
ニ
九
番
（宿
直
室
）
 

で
す
。
 

石
岡
 
卯
太
郎
 

柴
田
 
福
太
郎

角
田
 
美
喜
悦

工
 
藤
 
正
 
雄

敦
賀
 
義
勝
 

片
山
 

英
 
「
 

高
儒
長
左
工
門
 

一
戸
 
助
 
大
 

渋
谷
 
嘉
七
郎
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の
 

柳
 

報
 

贋
 

市
 

原
 

五 所 

い
班
琴
誘

器
奪
 
普
及
事
務所
だ
よ
り
ー
 

あ
昨
 

る
個
所
は
一
刻
も
早
く
修
 
津
、
 
ー
 

功
結
 

％
」
製
鵬

さ
れる
塵
 
障
 
鵬
家α
昔
携
へ
 

り
m
 

鷲
事
務所
だよ
り」
 

眼
 
農
家
の
皆
様
へ
 

現
 
履
気
詫
報
呼
 、
翻
盤

響
鍵

母

麟
詳
婆

夢
霧
 
“
 
・
環
湾
躍
昨
 
ぶ
報
購
鍬
監
 

これから
の農業作 

圏 五所川原市 
市 放迭市政だより 

難‘誉 
NUK第ーー放迭から 

国

お
聞

き

下
さ

い
 

毎週木曜日ニ器B5Q競 j 

昭和 30 年 4 月 15 日 

節
 

季
 

押
湾

m
綾
舞

清

★
交
通
事故
防
止
 

く
 

ノ
、
 

お
り
ま
し
た
該
地
が
、
市
公
営

住
宅
敷
地
と
し
て
整
備
中
で
あ
 

一
、
目
的
 

昭
和
一
一
十九
年
十
月
一
日
五

所
川
原
町
外
大
ケ
村
を
合
併

し
、
五
所
川
原
市
の
誕
生
を

見
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
新

市
に
ふ
さ
わ
し
い
市
絞
章
を

制
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。
 

一
、
内
容
 

五
所
川
原
市
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
簡
単
明
瞭
に
表
示
し

て
あ
る
こ
と
。
 

一
、
締
切
期
日
 

昭
和
三
十
年
四
月
三
十
日
ま

で

（
当
日消
印
の
も
の
は
有

効
と
認
め
る
）
 

一
、
申
込
場
所
 

市
役
所
総
務
課
企
画
係

一
、
規
格
 

L
 用
紙
は
西
洋
紙
半
切
判

と
し
、
紙
質
は
制
限
し
な
い
 

五
所川
原市
 紋
童

γ易
舞

賓
正
 

H
ま
す

t
 

r結
与
准
、
要
一
 

応
募
資
格
は
昭
和
五
年
七
月
 

;
J
 ，
」
；
J
 

ニ
日
か
ら
昭
和
十
一一
年七
月
一
 

2
 図
案
の
大
き
さ
は
、
直
日

ま
で
に
生
れ
た
男
子
で
断
胤

経
五
糎
の
円
内
に
入
る
も
の
中

学
校
辛
菜
程
崖
以
上
の
学
力

で
あ
る
こ
と

（
的型
、
角
型
を

有
す
る
者
と
な
つ
て
い
る
・

を
問
わ
な
い
）
 

？
鶏

篠
舞

鷺
 
戸
籍

の
窓

卿
 

一
、
目
的
 

春
の
火
災
季
節
に
の
ぞ
み
、
 

一
般
市
民
に
対
し
建
築
物
、
車

桶
、
共
他
火
災
に
対
す
る
予
防

消
火
、
避
難
等
の
措
置
を
よ
り
 

こ
れ
か
ら
頻
発
す
る
火
災
を
絶

滅
す
る
た
め
そ
の
消
防
力
を
整

備
充
実
し
て
市
民
の
安
全
と
福

祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
 

ニ
、
実
施
期
間
 

昭
和
三
十
年
自
四
月
二
十
日
 

至
五
月
十
九
日
 
ー
ケ
月
間
 

一一
一
」
藤
騒

一
円
 

文
化
財
の
 

登
録

に
つ

い
て
 

国
内
文
化
財
の
保
謙
に
つ
い

て
は
国
に
於
て
も
戦
后
特
に
文

化
国
家
建
設
を
目
漂
に
重
要
国

策
の

ー
つ
と
し
て
カ
を
注
い
で

声
り
ま
し
た
こ
と
は
、
皆
様
御

承
知
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
 

更
に
地
方
の
各
地
未
端
に
至
る

ま
で
、
国
又
は
県
の
指
定
に
な

つ
て
居
ら
な
く
と
も
、
国
民
の

た
め
に
貴
重
な
女
化
価
値
を
持
 

L
 火
防
立
看
板
、
横
断
幕

懸
垂
幕
、
街
頭
放
送
博
に

よ
る
宜
伝
 

z
 消
防
団
と
協
力
、
消
防

機
具
及
水
利
施
設
の
調
査

点
検
 

＆
 
火
焚
場
検
査
、
危
険
物

取
扱
所
の
立
入
検
査
 

‘
 
学
校
、
病
院
、
劇
場
、
 

工
場
等
の
査
察
指
導

ら
」
 
車
輔火
災
予
防
の
た
め

乗
客
に
対
す
る
火
災
予
防

思
想
の
普
及
徹
底

＆
 
小
、
中
学
校
児
童
及
婦

人
団
体
等
へ
火
防
宜
伝
普

及
 

乙
 
消
防
職
員
の
消
防
戦
術

及
実
地
訓
練
そ
の
他
 

【
消
 
防
 
署】
 

財
に
つ
い
て
は
何
等
か
の
方
法

に
於
て
、
こ
れ
を
て
い
重
に
保

存
し
且

一
般
社
蚊
に
公
表
し
て

地
方
文
化
推
進
の
た
め
に
役
立

た
せ
ま
す
こ
と
は
誠
に
意
義
深

い
こ
と
・
考
へ
ま
す
。
 

つ
い
て
は
、
 こ
れ
を
唯
一
の

社
会
教
育
機
関
と
し
て
の
公
民

舘
の
一
事
業
と
し
て
、
こ
れ
が

登
録
の
仕
事
を
経
続
的
に
取
扱

い
将
来
何
等
か
の
方
法
で
社
会

の
文
化
向
上
の
た
め
に
役
立
た

せ
た
い
こ
と
思
い
ま
す
。
 

極
鎮
に
つ
い
て
は
何
ん
で
も

か
ま
い
ま
せ
ん
か
ら
、
卒
直
に

い
つ
て
こ
れ
は
捨
て
雄
い
文
化

財
で
世
間
へ
出
し
て
も
良
い
も

の
だ
と
思
は
れ
る
よ
う
な
も
の

が
あ
り
ま
し
た
ら
御
遠
慮
な
く

公
民
舘
へ
御
報
告
御
登
録
の
程

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

何
れ
こ
れ
が
活
用
方
法
に
つ

い
て
は
別
に
更
め
て
具
体
的
に

考
慮
致
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

何
、
為
念
申
上
げ
ま
す
れ
ば

そ
の
腫
類
は
凡
そ
左
の
よ
う
な

も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

一
、
絵
画
、
彫
刻
の
部
 

一
、
書
跡
、
典
籍
、
筆
跡
、
百

女
の
部
 

一
、
工
芸
の
部
 

一
、
考
古
、
民
族
の
部
 

一
、
建
物
の
部
 

春
の
防

犯
に
 

一
 

『ー
ー
 市
民
の
協
力
を
望
む
 

現
場

は
其

の
盤
す
ぐ
 

あ
ら
ゆ
る
生
物
が
活
劃
す
る
厚
 

曹
 
察
 
署

一
 

「）
難
譲
灘

」
襲
（
一
へ
 

の
犯
罪
が
激
増
し
て
何
時
も
頭

★
空
巣
、

盗
難
の

予
院
 

を
悩
ま
す
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
 

り
 
起
る
べ
く
家
を
開
け
な

が
、
今
年
も
既
に
自
転
車
の
盗
 
ー

い
割
こ
し
て
若
し
外
出
す

難
が
四
件
も
発
生
し
た
日
も
，
 

る
と
き
は
留
守
番
を
置
く
 

り
ま
す
‘
 

、
 

刀
 
巳
む
を
得
ず
一
家
撒
「
一

皆
さ
ん
次
の
事
栖
を
事
車
に
 

て
、
且
す
る
寺
は
二
重
施

し
て
各
家
庭
の
防
犯
に
努
め
て
 

定
こ
す
る
等
戸
締
を
工
夫

下
さ
い
。
 
、
》
 

し
て
議
重
に
し
た
上
必
ず

犯
罪
が
発
生
し

た
ら
 

隣
近
所
に
よ
く
頓
ん
で
層
 
 

守
宅
を
見
廻
り
責
任
を
も

つ
て
守
る
 

叩
 
留
守
番
を
欺
し
て
誘
え

出
し
又
は
隣
家
を
欺
し
て

空
巣
を
働
く
賊
も
あ
る
か

ら
電
話
や
見
知
ら
ぬ
来
訪

者
の
話
に
は
不
用
意
に
乗

ら
ぬ
様
に
す
る
 

⑤
 
押
売
り
物
乞
は
空
巣
”
 

掻
払
に
早
変
り
す
る
こ
と

が
有
る
か
ら
●
一
寸
の
間

だ
か
ら

4
と
油
断
し
て
戸

締
し
な
い
で
家
を
開
け
な

い
様
に
す
る
 

⑥
 
便
所
や
湯
殿
の
小
窓
、
 

台
所
の
明
り
窓
等
は
施
錠

を
忘
れ
勝
ち
で
有
る
か
ら
 

難
難
鷺
欝
一
熱
離
畿
 

置
く
 舞

麟
」
難難
録
鷲
一
 

j
い
様
に
す
る
 
◇
苗

代
の

部
 
一
、

緬
羊
の
苅
毛
は
適
期
に
 

が
鵬
験
姦
認

加
一
、水総
籍
育
成
 
ゆ

話
鵠
鵠
鴨
譲
 

る
様
な
無
暴
な
騒
ぎ
又
て
 
『

引

r
万
引
月
み

i
 

上
旬
（
四
月
」
十
日

ー
五
月
 

は
糾か鍵
乳
お
い
 ロ
護
ゆ
噴
囲
醐
所

日
？
 
七
即
庭
和
いを響
誹
 

脚
名
也
‘観
」
難
 
3
k
建
詳
m
水
田の
 馴
鼠
刻

募
お

白

献
綴
近
m
『
腎
新
『
 
散唯
携
嶋
」h
 

ょ
名
記
に

記
郵
 

適
如
如
加
山
町
か
川
“
を
 

」
 
」
い
義
”
防

除
 

批
加
か
か
引
忙
か
』
禦
い
 

工
、二
『I
ノ．
‘
一証
‘
『
『く
 

5
 苗
代
の
消
毒
 

H
nり
1
1]‘
コ

I
け

t
「
 

『
l
n
Hn
二
《
：
『
 
適
期
を
の
が
さ
ず
勇
毛
に
つ
 

m

”
灘
響
綴舞
」
難
 
班
ひ
驚

鱗
 

⑦
 
施
錠
は
前
、
後
の
車
輪

に
着
け
る
と
良
い
 

⑧
 
夜
間
は
家
の
中
に
入
れ

て
置
き
必
ず
錠
を
掛
け
て

置
く
 

印
 
見
易
し
い
個
所
に
は

・
 

ー
ク
や
目
印
を
つ
け
て
置
 

く
 

⑤
 
平
素
車
体
の
番
号
、
特

徴
鑑
札
番
号
を
覚
え
て
置
 

一一
一
一
》
一

泰
則
 

鵬
 
 
「

一
一
 

鱗
難
蕊
競
議
一「
（
「
無

難
瀞
誌
熱
蕪
一隷
詳塞
 

て
下さ
い
 

軌
r
難
績
響
隷
欝
 

子
 

，
‘
 

一
 

…
 

・
、
 、

‘
ー
 
二
 

〇
中
川
支
所
 

L
 

?

）
【
態
羅
賑治
古裂
 

加
署
 

批
報
さ
駐
慕
4
羅
 

「
ク
か
J
 
」
引
 1
1ま
 
正

蒼
 

ー
プ
拠
曜
 
繰
麟
響

議
 

器
纂
難
麟
 

名
n
J，

 

叫
が
耀
鮮
鶏
望
 

一一難
」一
一
一
一
一
 

智
 

春
季

火
災

予
防

運
動
賓

施
 

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

火
の

用
心
 

い
よ
く
永

い
四
、
実
施
事
項
 

つ
て
い
る
、
い
ろ

Iく
、な
文
化
 

レ
 
レ
 
ン
 
＞
 

定
期
種
痘
 

実

施
に

つ
い
て
 

一
、
該
当
者
生
後
ニ
ケ
月
以
上
 

の
未
檀
痘
者
 

一一
、料
金
 
無
 
料
 

橿
直
日
 
旧
五
所
川
原

四
月
ニ
十
五
、
大
日
十
時

ー
 

十
大
時
於
市
立
病
院
 

旧
栄
 
四
月
一
一十
七
日
午
后

一
時
ー
四
時
於
栄
支
所

旧
松
島
 
四
月
ニ
十
八
日
午

后
一
時
ー
四
時
於
松
島
小
校
 

検
診
日
 

旧
五
所
川
原
 
五
月
ニ
日

旧
栄
 
五

月
四
日

旧
松
島
 
五

月
大
日
 

塵
芥
庭
理
の

お
し
ら
せ
．
 

盛
芥
処
理
の
迅
速
を
期
す
る

た
め
四
月
一
日
よ
り
自
動
車
を

使
用
し
て
お
り
ま
す
が
、
従
来

塵
芥
焼
却
場
と
し
て
使
用
し
て
 

火
 
」
薮
認
蒜
 

才
4
 
望
の
楽
し
い
春
と
 

割
 
青
託
難

じ
 

面
に
於
て
ま
た
恐
し
い
一
年
中
 

御
承
知
の
通
り
こ
れ
か
ら
空

気
が
乾
燥
し
て
い
る
上
に
、
季

節
風
が
強
い
た
め
他
の
季
節
に
 

次
に
春
季
火
災
予
防
運
動
が
 

長
期
間
こ
れ
を
実
施
致
し
ま
す

か
ら
、
特
段
の
御
協
力
を
お
願
 

の
 

災
 

永
い
冬
か
ら
嶋
く
解
放
は
車
 

O
 交
通
事
故
で
毎
日
死
傷

者
が
出
て
い
ま
す
、
 お
互

注
意
し
ま
し
よ
う
 

O
 人
は
右
側
、
車
は
左
側

道
路
上
の
遊
戯
は
怪
我
の

も
と
 

〇
 
自
転
車
の
 
「
二人
乗
」
 

「
無
灯
火」
「荷
馬
車
の
乗

打
」
は
事
故
の
も
と
 

。
 
道
を
横
切
る
時
は
右
、
 

左
一
寸
の
注
意
で
安
全
交

通
 

〇
 
自
転
車
の
ズ
ビ

lド
違

反
は
絶
体
止
め
ま
せ
よ
う

〇
 
線
路
の
通
行
や
、
ふ
み

切
り
で
の
遊
び
は
止
め
ま
 

E
車
月
ク

登

莫
ニ
『
5
 
病
防
除
 

★
自
転
車の
盗難
予
防
 

6
1
碑
堰
折
者
劃
什
か
ゴ
利
 

り
か
ま
い
か

う

r
 

L
 桝
酸
加
里
に
対
す
る

一
射
が
次
の
通
り
行
わ
れ
ま
す

o
 

般
の
認
識
が
最
近
深
ま
つ
 
五
与

k
二
よ
乙
r
弔
方
主
け
 

て
き
て
、
三
要
素
の
割
合
を
い
た
し

t
し
よ
う

o
 

は
ほ

y適
当
に
な
つ
て
い
 

記
 
り

ま
す
か
ら
ゴ
ミ
栗
は
一
切
捨
 
」
」
、
 
陸
上
自
衛

隊
 
？

O
長
橋
支
所
 

る
が
、
多
肥
裁
培

r
過
ぎ

四
月
十
八
田
十
時
ー
十
四
時
 

て
な
い
よ
う
、
も
レ
印
家
処
理
 
刻
り
 

海
上

自
衛
激
 
歌
田

稔
、
秋
田
重
光
、
土
岐
孝
 

？
鴎
け
強
、
カ
ら
注
意報

識
十
写
曙

熱

讐
識

鷲
携
望
郎

舞

お
濃
誘
野
要之
助
、
野
 

z
 堆
肥
、
緑
肥
（
青
刈
ラ
 

五
所
川
原
地
区
 
市

役
所

致
し
ま
す

o
 

）
 

右
応
募
希
望
者
は
宮

け
い
い
「
編
作
大
郎
 

唾
声

嘱
漕
っ
と
料
金
山副
口
m
き
剖
町
I
m
雰
運
搬
の
予定に
つい
隊
 
勲
彫
難
新

乱
艦
姦

肇
、対
馬
ジョ
 

め
て
、
地
力
を
高
め
化
学

で
す
・
 

て
ま
＆
一
切田
‘
費
き

1ヒ
ゴ
ミ
●

h
l土
七
ユ肩
臓
勺
●
を
豊
上
叱
説
利
個
 

i
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い
・
り
 


